亡妻追悼の一形態―日本挽歌「大野山」をめぐって― by 小西, 里沙
亡妻追悼の一形態
一序
神亀五（七二八）年、
大宰帥大伴旅人は、
任地へ伴った要を亡
くした。浩任後幾許も経ない、
棟の花が散る頃であった。旅人に
は亡要挽歌―一首があるが、
それらは多く、
三年の後、
大宰府を
離れる際に詠まれた。
旅人の亡要挽歌とは別途
に、
要の死の直後、
神屯五年七月二十
一日に、
この要の死を悼む壮大な作品が山上憐良に生まれた。旅
人に献上された日本挽歌が、
それである。
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はしきよしかくのみからに癌ひ来し妹が心のすべもすぺなさ
反歌
のふたり並び居 大君の遠の朝廷と
しらぬひ筑紫の国に
泣く子なす器ひ来
まして
息だにもいまだ休めず
年月もいまだあらねば
心
ゆも恩はぬ間に
うち靡き臥やしぬれ
言はむすべ為むすべ
知らに
石木をも問ひ放け知らず
家ならばかたちはあらむ
恨めしき妹の命の
我れをばもいかにせよとか
にほ烏
語らひし心背きて
家離りいます
家に行きていか か我がせむ枕付く要屋寂しく思ほゆべしも
本願託
-1生彼浄刹
日本挽歌ー首愛河波浪巳先滅呼哀哉
ー日本挽歌「大野山」をめぐって1
苦海煩悩亦無レ結小
西
従来獄一離此検土一
里
(5七九四）
（七九五）
沙
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美世庶斯母乃乎伊毛何美斯
阿布知乃波那波
知利奴倍斯阿乎ホ与斯之多比己之
和我那久那美多
のを妹が見し棟の花は散りぬべし我が泣く涙いまだ干なくに
庶久良豆久
（七九九）
都庶夜佐夫
伊毛我己許呂乃久奴知許等其等
神亀五年七月二十一日
筑前国守山上憶良上
山上憶良は、
旅人になりかわって要を悼む痛切な・心をうたった。
その構成は憶良らしい理知に溢れるもの
で、
序文と淡詩、
長歌と
反歌という均整の取れた姿を見せてい 。
この見事な作品に寄せられた論は数多い（翡姐←印蹂に祁坪筏芯坦匂＂）。
それら諸説を踏まえながら、
本稲は独自に作品最終部の一首に滸
目して、
いささかの論を展開してみたい。
最終反歌の一首
に注目すると、
まず原文の表記においてある特
徴を持っていることに気がつく。いま
短歌五首のみ示す。
伊弊か由伎豆
伊可ホ可阿我世武
斯久
於母保由倍斯母
伴之伎与之
加久乃未可良ホ
須別毛須別那佐久夜斯可母
可久斯良磨世婆
大野山霧立ちわたる我が咲くおきその風に霧立ちわたる
（七九八）（七九七）
悔しかもか 知らませばあをによし国内ことごと見せ
ましも
和何那宜久
於伎悌乃可是か
一字一音
伊庶廂飛那久休
●
大野山
紀利多知和多流
利多知和多流
一瞥して分かるように、
飛終反歌「大野山」のみが、
の仮名ではなく、
正訓字で表記されている。
巻五の表記には、
原則として仮名宵きが用
いられることが多い。
特に短歌においてその領向は顕著であり、
日本挽歌の短
歌五首も
例外ではない。巻五に
見られる他の憶良作においても同様で、
次
の通りである。
さよひめの．
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1麻都良我多
佐欲比賣能故何
比列布利斯
夜麻能名乃尾夜
ささ
つつ
をらし
伎、都、遠良武
（八六八〉
2比等母祢能
宇良夫稜返留ホ
多都多夜麻美麻知可豆加婆
ゎすらし
なし
．
和周良志奈牟迦
（八七七）
1では九州の地名「松補潟」を、
2では「滝田山」という山名を、
それぞれ仮名で表記している例が確認できる。「大野山」の
みを
正訓字で記したのは、
特異であるといえよう。
何故、「大野山」のみを正訓字で
記したのか。
日本挽歌は、
憶
良の原稿、
あるいは街簡がそのまま収録されたとされている。諸
本で一致しているこの表記には、
作者憶良のある特別な意図が込
められているように思われてならない。
山名「大野山」を、
強開した意味は何か。
そして、
その「大野
山」が作品の閉じめの一首に登場する理由 何であったのか。妻
紀
- 12 -
亡き後に旅人周辺で作られた作品と大野山との関わりを読み解くことで、
探っていこうと思う。
二「大野山」とうたう意味
大野山は、
大宰府政庁の北に
ある現在の
四王寺山といわれる。
この山の名称については甜説あるが、
現在最も支持を得ている論
は｀
ill潟久孝「萬菜集注繹jが採用した、
本田義彦「此の城の山
考」（『国glfoo文」二0怨石ツ）である。本田氏は、梢力的な実地潤査と、緻密な歴史文献 闘査か
ら、
大野山は、
万業集において「此の城
の山」(5八ニ――-）、「大城山」（8-四七四、10ニー九七）と呼ばれているも と同一であることを指摘した。
氏の考えによりつつ、
以下に山名を考える手掛かり
となる歴史
姿科の一部を年代顧に挙げてみる。
1秋八月、
遣二逹率答炸春初一、築一城於長門国―°
逍二逹率懐祖
福留・逹率四比福夫於筑紫殴へ築ーー大野及橡二城ー。
〔日本柑紀、天智四（六六五）年〕
2應レ奉な翌四天王寺捻像四艇ー事
各高六尺
.‘.，+'
.. 
'·:｛長令下大宰府。
直薪羅國涵匪浄地。翌造祉＂像
ー。
懇却
其
災
上。
〔類緊＿―-代格、宝屯五（七七四）年〕
3.：・・・大宰府司於
-i城山四王院一。転丑阻金剛般若経三千巻。
般
若心経三万造。
以奉レ鉗祠・心砧射伏兵疫ー。
〔日本三代実鉗｀貞観八（八六六）年二月十四日〕
大野山
についての最古の資科は、
1の日本密紀天智四年の記事
である。
天智二年の白村江の戦いでの大敗により、
防衛のために
都府楼北の「大野」の地と、八キロ程南方の「橡」（現在の基山）の地に、
山城が築か
れたことが記されている。
この「大野」とい
う地名は、
当時の大宰大監大伴百代に、
思はぬを思ふと言はば大野なる御笠の社の神し知らさむ
(4五六一）
という歌があ
り、
旅人の時代に、
大宰府の周辺に存在していたこ
とが確認できる（百代については後述）。
2は、
旅人や憶良の時代からおよそ四0年後の宝亀五年に、
大
野山の山頂に「四天王寺」を四いた記事である。現在 四王寺山の呼称はこれ以降のものであり、
旅人の時代には存在し得なかっ
た
。3は、
時代は下るが、
1で造られた山城が
山名となっている例
である。
この呼び方は、
旅人の時代にも見られ、
万葉集において
も前述したように
「此の城山」、「大城山」と、
うたわれている。
山頂部を六•五キロメートルにわたる土塁 囲み、
造られたとい
Cに1)
う、
当時飛大の山城は大宰府からもよく見えたはずである。
加え
て旅人の時代には、
造営されてから既に長い年月を経てお
り、
そ
の存在が広く知られ、
親しまれていたことが窺われる。
それ故に、
城（キ）なる呼ぴ名が、
一般的に用いられていたらしい。
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③ 
り立たしし
以上、
大野山に関する文献を見てきた
。「大野」という地名は
記されていても、「大野山」の呼称は、
日本挽歌以前には一度も
用いられていない。
万業集でも
「大野山」という名で歌に詠まれ
るのは
、
当該最終歌一首のみである
。
次に、
「城山」ではなく
、
あえて
「大野山」とい
う名を
用
いた
ことの意味を考えてみたい。
万葉集で
「大野」の語に注目すると
、
日本挽歌以前にも用例が見出せる
。
．
①天
皇
、
宇智の野に遊猟したまふ時に
、
中皇命の冊人迎老をし
て献ら
しめたまふ歌
やすみしし我が大君の
朝には取り撫でたまひ
み執ら
しの梓の弓の
今立たすら
（四）
中弾の音すなり
中弾の音すなりたまきはる宇智の大野に熙並めて朝踏ますらむその罪深野
夕狩に今立たすらし
み執ら
しの梓の弓の
（l三
、
雑歌
）
けころもを時かたまけて出でまし
し宇陀の大野は恩ほえむか
も
（
2-九一
、日並g子令人挽歌
）
軽且子
、安騎の野に宿ります時に
、柿本朝臣人麻呂が作る歌
やすみしし我が大君
高照らす日の御子
神ながら神さぴせ
すと
太敷かす都を四きて
こもり
くの泊瀬の山は
兵木立
つ荒山道を
岩が根禁樹押しなぺ
坂鳥の朝越えまして
王
かぎる夕さり来れば
み雪降る安騎の大野に
旗すすき小竹
朝狩に
タにはい寄
④ 
草枕旅宿
り
せす
いに
し
へ思ひて
(l四
五
、
雑歌
）
を押
し
なべ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9, 
安騎の野に宿る旅
人うち
靡
き
罪も
寝ら
め
や
もい
に
し
へ恩
ふ
に
99
9
9
ま草刈る荒野にはあ
れ
ど黄業の過
ぎに
し
君が形
見
と
ぞ来
し
束の野にはか
ぎろひ立つ
見え
てかへ
り
見す
れば月
かた
ぶ
きぬ
日並皇子の命の馬並めてみ狩立た
し
し
時
は来向
ふ
柿本朝臣人麻呂
、泊湘部
皇女
と
忍壁旦子
とに
献る歌
一首
井せ
飛ぶ烏明
日香の川の
上つ瀬
に
生ふ
る玉蹂は
触らばふ
玉煤
なすか寄
り
か
く
寄
り
靡
かひ
し
夫の
命
の
たなづ
く柔肌
すらを
剣大刀
身
に添へ寝
ね
ばぬ
ば
た
ま
の夜
床も
荒る
らむ
そこ故
に慰めか
ね
て
けだ
し
く
も
逢
ふ
やと
思
ひて
玉垂の越智の大野の
朝露
に
王裳はひづ
ち
夕霧
に
衣
は濡れて
草枕旅寝
かも
する
迩はぬ
君故
（2
-九
四
、
挽歌）
99
9
9
, 
敷拷の袖交
へ
し君玉垂の越智野過
ぎ行
く
ま
た
も
逢は
めや
も
（一
九
五
）
右は
、或本には
「河島皇
子を越智野
に葬りし
時に
、
泊瀬
部昂女に献る歌な
り
」
といふ
。日
本紀
に
は
「朱
烏
の五年
辛卯の秋の九
月己
巳の朔の
丁丑
に、
浄大
参皇子
川烏
炎
ず」
といふ
。
た
て規歌
下つ瀬
に流
れ
（四九
）
（四
八）
（四七
）
（四
六）
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I
I
①は、
舒明天皇の狩に際して詠まれたものといわれる。
反歌に
「字智の大野に馬並めて」
と勇壮な狩の様子が表現されており、
ここに「大野」が初めてうたわれる。
②は、
日並良子の死を舎人達が悼
んだ挽歌群中の一首である。
生前、
狩に出かけ
た大野を通じて皇子を偲んでいる。「大野」を
挽歌に初めて用いたのが、
この歌である。
③は、
亡き父を偲ぶ楊として、②でうたわれた「大野」へとや
って来た軽良子の姿をうたう柿本人麻呂の作である。
④も人麻呂の作で、
夫を葬った「越智の大野」を、
夫を求めて
さまよい歩く泊瀬部良女の哀切な姿が表現され
ている。
柳田国男
(^i"58
匹さ）が指摘するよう
に、
古代において、「野」
は、
丘陵地帯であり、
現在のような平坦な場ではなかった。
人里
と山の間に広がる野は、
葬送の場であったらしく、
例えば、
秋津野を人の懸くれば朝撒きし君が思ほえて嘆きはやまず
（7-四0五、
挽歌）
といった野をうたう挽歌が多数存在する。野を挽歌の題材として用いた最初が、
④である。
以上四例から、「大野」は亡き人を偲ぶ場や挽歌の素材として
うたわれてきたことが分かる。
ついでにいえば、
人麻呂の用例が
多いことにも注目すべきであろう
憶良が「大野山」という名を選択したのには、
先行する人麻呂
作品を踏まえ、「葬送の地」 しての印象を際立たせる意図があ
3黄葉の散りゆくなへに玉梓の使を見れば途ひし日恩ほゆ
ったのではないか。
さらに、
このような挽歌、
特に人麻呂作品との関わりは、「大
野山」の「山」という語に注目してみると一陪際立つ。
亡要挽歌
として万薬楳中飛古の泣血哀慟歌と比較してみたい。
柿本朝臣人麻呂、
要死にし後に、
泣血哀慟して作る歌二首
井せて短歌
走出の
1天飛ぶや軽の道は
我妹子が里にしあれば
ねもころに見ま
＜欲しけど
やまず行かぱ人目を多み
数多く行かば人知り
ぬべみ
さねも後も逢はむと
大船の思ひ頼みて
玉かぎる
岩垣淵の
隠りのみ恋ひつつあるに
渡る日の牲れ行くがご
と照
る月の裳隠るごと
沖つ濠の邪きし妹は
黄業の過ぎ
てい行くと
玉梓の使の君へば
梓弓音に間きて
言はむす
．ぺ為むすべ知らに
音のみを聞きてありえねば
我が恋ふる
千重の一誼も
慰もる心もありやと
我妹子がやまず出で見
し軽
の市に我が立ち聞けば
玉たすき畝傍の山に
m9く烏
の声も聞こえず
玉梓の道行く人も
ひとりだに似てし行か
ねば
すぺをなみ妹が名呼びて
袖ぞ振りつる
(2二0七）
2秋山の黄葉を茂み惑ひぬる妹を求めむ山道知らずも4うつせみと思ひし時に
取り持ちて我がふたり見し
（二0八）(110九）
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堤に立てる＜ 
槻の木のこちごちの枝の
春の業の茂きがごと
思へりし妹にはあれど
頼めりし子らにはあれど
世間
を背きしえねば
かぎるひの燃ゆる荒野に
白拷の天領巾厖
り烏
じもの朝立ちいまして
入日なす限りにしかば
我妹
子が形見に樅ける
みどり子の乞ひ泣くごとに
取り与ふる
物しなければ
男じもの脇ばさみ持ち
我妹子とふたり我が
寝し
枕付く要屋のうちに
昼はもうらさぴ姪らし
夜はも
息づき明かし
吸けども為むすべ知らに
恋ふれども迩ふよ
しをなみ
大鳥の羽がひの山に
我が恋ふる妹はいますと
人の首へば岩根さくみて
なづみ来しよけくもぞなき
うつ
せみと思ひし妹が
玉かぎるほのかにだにも
見えなく思へ
ば（
ニー0)
5去年見てし秋の月夜は照らせども相見し妹はいや年離る
口： 
泣血哀慟歌におい
て、
山は四度用いられている（傍線部）。
これ
らの位囮に注目してみると、
そのいずれもが終末部にうたわれて
いることに気が付く。
この山が最後にうたわれる形式は、
古くは天智天皇挽歌に見ら
れる。條礼順に並んだ天智挽歌群のうち、
山をうたうのは、
終末
部に位骰する二首（石川夫人の「大山守」をうたう歌、碩田王が卸餃迅散
6袋道を引手の山に妹を股きて山道を行けば生けりともなし
の尿に、磁所「汲の山」をうたった歌）のみである。
また、
大伯旦女が
弟大津皇子の死を悼んで作った人口に胞炎した挽歌群の終末部にも、
弟を非った二上山がうたわれる。（これらと同様に、
泣血哀慟歌の
第二歌群終末部 うたわれている「羽がひの山」と「引手の山」も
、
おそらく
逝が郭られた場所であろう。）
このような傾向は、
非送の最終段階である埋非ともOOわって非
常に典味深いのだが、
この問題については別に論を構えたい。
ここで注目したいのは、
日本挽歌でも「山
J
は最終反歌のみに
用いられており、
泣血哀拗歌の構造と酷似
しているこ
とで
ある。
ー一作品間には、
同じ句の使用など類似性が既に指摘されている
(5吋が且守）。
箆良の意識下に人麻呂の泣血哀慟歌は深く沈み
込んでいたようだ。彼は、
日本挽歌をつくるにあたって、
人麻呂
の作品を踏まえ、
意図的に「大野山」を終末部にうたったのでは
ないか。
前述したように「大野」も、
人麻呂の挽歌を踏まえた可能性が
心1
い。憶良は、
先行する作品の印象を投影しながら
、要
を葬った
絶えず心にかかる山として、「大野山」とうたって日本挽歌を
閉
じたのであろう。
次節では、
この山と旅人亡要追悼歌との関わりについて、
考え
てみたい。
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三追
憶の宴
要の死から二年を経た、
天乎三（七三0)年正月十二日、
大宰
府の旅人邸で梅花の宴が催された。一ニニ首の歌々が大宰府の諸大夫や隣国の官人によってうたわれ、
万菜集を代表する部やかな寡
として巻五に記録されてい
る。
この宴から生まれた歌群について
．は、古来様々に論じられているが、最も若名なものは、伊藤博「園梅の賦」（『古代和歌史研究4j〉である。
山上憶良の作、
八一八番歌「春さればまづ咲くやどの梅の花ひ
とりみつつや春日祥らさむ」は、
宴席の楽しさをうたう歌が並ぶ
中で、
一首のみ「ひとりみつつや」と孤立した表現をとる。その
表現が生まれた理由を、
梅を好んだ亡妻を偲ぶ旅人の心を思いや
ってのものであるとみた、
というのが、伊藤氏の論の骨子である。
伊藤氏の器は、
梅花の宴に初めて亡瑛を偲ぶ心を読み取った卓
見であり、本稿も氏の説に従いたい 思う。
ただし、
氏は旅人の
(t2) 
歌には言及し いない。
旅人の歌に続く大伴百代の歌には、
日本挽歌でうたわれた大野
山が登楊する。旅人と百代の歌の中にも亡要 偲ぶ心が読み取れるのではないかと本樅は考える。
1
正月立ち春の来らばかくしこそ梅を招きつつ楽しき終へめ
(5八一五、
大弐紀卿）
2梅の花今咲けるごと散り過ぎず我が家の図にありこせぬかも
（八一六、
少弐小野大夫）
7
肯柳梅との花を折りかざし欽みての後は散りぬともよし
3梅の花咲きたる園の肯柳はかづらにすべくなりにけらずや
〈八一七、少弐粟田大夫）
4
春さればまづ咲くやどの梅の花ひとりみつつや春日暮らさむ
（八一八、
筑前国守山上大き
5
世の中は恋繁しゑやかくし
あらば梅の花にもならましものを
（八一九｀
也後守大伴大夫）
6栴の花今盛りなり思ふどちかざしにしてな今盛りなり
（八二〇、筑後守枯井大き
（八ニー‘
笠沙弥）
8
我が園に梅の花散るひさかたの天より雪の流れ来るかも
（八二二、
主人〉
●9梅の花散らくはいづくしかすがにこの城山に雷は降りつつ
（八二三、
大庄伴氏百代）
梅花の宴の冒頭をかざる九首を右に挙げた。問姐としたい歌は、
8
の旅人歌である。梅の花を天から降り来る雪に例えた｀
凪雅で
格調麻い作品といわれる。
一見すると、
それ
以外のものは読み取
れないが、
この歌に
至る前の七首とは異なる点に注目したとき、
旅人の格別な思いが見えてくる。
前の七首はすべて地上の景をうたっているのに対し、
旅人の
8
だけが、「ひさかたの天より」と、
急に天へ視線を放つ。
この時、
旅人は日本挽歌にうたわれたところの大野山を悲隈の思 で振り
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仰いだのではないか。
それを裏付けるように、絞＜百代は、「この城山に」と、近称「こ
の」を用い、
眼前の大野山をうたう。
百代の歌は、「この城山に
雪が降っていますね」と、
まるで旅人の視線の所在を明らかにす
るかのよ
うな歌いぶりである。
この大伴百代という人物は、
詳しい系譜が不明であ
り、
歌も七
首し
か残っていない。
しかし、今の楊合もう少し注目されて然る
ペき人物であるように思う。
なぜならば百代と旅人との近しさが
痰われる重要な出来事
あるからである。
大宰大監大伴宿福百代ら、
駅使に蹄る歌二首
草枕旅行く君を愛しみたぐひてぞ来し志質の浜辺を
(4五六六、
大伴百代）
周防にある岩国山を越えむ日は手向けよくせよ荒しその道
（五六七、
少典山口忌寸若麻呂）
以前に天平の二年庚午の夏の六月に、
帥大伴卿たちまち
に癒を脚 生し、
枕席に疾み苦しぶ。
これによりて駅を
馳せて上奏し、
庶弟稲公、
姪胡麻呂に逍言を語らまく欲
りすと望み諮ふ。右兵血助大伴宿栂稲公、
治部少丞大伴
宿描胡麻呂の両人に勅して、
駅を賜ひて発逍し、
卿の病
を省しめたまふ。
しかるに数旬を経て幸く平復すること
得たり。
時に、
稲公ら、
病のすで
に燎えたるをもちて、
府を発ちて京に上る。
ここに、
大監大伴宿福百代、
少典
山口忌寸若麻呂、
また卿の男家持
ら、
駅使を相送りてと
もに夷守の駅家に到り、
いささかに飲みて別れを悲しぴ、
すなはちこの歌を作る。
旅人が危節の際に見岱った稲公たちを再ぴ京に送る我での歌で
ある。年若い家持を伴って、
一団の代表として百代が歌を詠んで
いる。本来ならば、
家持が務めるべき役目を代わって務めたので
あろう。
そのような役目を任されるからには、
百代は、
同族とし
て旅人と近しい関係にあり、
一族の並々ならぬ信頼を得 いたこ
とが窺われる。
このような関係故に、
百代は日頃から旅人が大野山に心を寄せ
ていたことを知って たのでは いか。だか
らこそ、
旅人の視線
が大野山に向けられていることを即座に理解し、
悦良と同じよう
に、
亡要を偲ぶ旅人の心を思いやることができたのであろう。
さらに、
このやりとりを受け止めて、
八三九番歌が詠まれる。
春の野に霧立ちわ
たり降る雪と人の見るまで梅の花散る
(5八三九、
筑前月田氏其上）
この歌、
三句以降は明らか
に梅花宴における旅人の歌を意識し
ており、
旅人への心遣いが窺われる。
さらに、
第二句「霧立ちわ
たり」は、
日本挽歌最終反歌において繰り返し用いられる「霧立
ちわ る に通じる。同様の表現は他に一0例あるが、
その半数
は七夕歌に用いられており、
旅人の周辺でうたわれたもの
は、
日
本挽歌と八三九番歌の二首に限られる。
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また、「春の野」という語に、「霞」は二例用いられるが、「霧」
が組み合わされたのはこの一例のみである。契沖は、
霧と霞が万
葉染では区別されていないと指摘するが、
新しい時代では、
霞と
霧の滉同が
ほとんど見られず、「春礎」という固定した言薬も存
在しているので、
ここで
の「霧」はことさらに選ばれた素材と考
えられよう。
このように考えると、
一首
の表現は意図的に日本挽歌を踏まえ
た可能性が高い。
この歌
の作者は、「筑前目田氏真上」とあり、
山上憶良の部下である。
日本挽歌を目にする機会があったとして
も何ら不思譲ではない。
百代の歌を聞き、
8
本挽歌を思い出した
のだろうか。
そして、
旅人が大野山を見て嘆いていることに気が
付き、
自身も日本挽歌と旅人の歌を融合させる形で歌を詠み、
旅
人の気持に寄り源おうとしたの はな か。
風雅の宴のさなか旅人は一人要を思っていた。そしてその心を
知る人々は、
大野山や日本挽歌を意識した歌を詠み、
彼の心を慰
めた。「大野山」に注目すると、
このような
「追憶の宴」として
の姿が見えてくるような気がしてならない。
四弔
問歌の＿手法
日本挽歌や梅花の宴ほど注目を集めていない
が、
旅人の要の死
を契機に生まれた贈答歌が、
巻八の夏雑歌に収められている。
式部大輔石上堅魚朝臣が歌一首
ほととぎす来嗚き響もす卯の花の共にや来しと問はましものを
（一四七二〉
右は、
神亀五年戊辰に、
大宰帥大伴孵が要大伴郎女、
病
に遇ひて長逝す。その時に、
勅使式部大輔石上朝臣堅魚
を大宰府に造はして、
喪を弔ひ井せて物を賜ふ。
その事
すでに畢りて、
駅使と府の詣卿大夫
等と、
ともに記夷の
城に登りて望遊する日に、
すなはちこの歌を作る。
大宰帥大伴卿が和ふる歌一首
橘の花散る里のほととぎす片恋しつつ叫く日しぞ多き
（一
四七三）
この贈答が交わされたのは、
秋に贈られた日本挽歌以前の、
ほ
ととぎすが嗚く頃であった。
この頃、
旅人は自らうたったような
悲嘆の中にあったのであろう(5七九＿二）。
二首は、
ほととぎす、
卯の花、
橘、
という代表的な初夏の景物
をうたっている。左注を考慮しなければ、
i見単なる風流の作に
見える。
この二首、
とりわけ石上堅魚の作に、
挽歌の意味合いを
読みとるべきなのか いうことは、
古来様々に論じられてきた。
契沖（「淡策代匠記』精祇＊）は、ほととぎすが「冥途より来る烏」
と見られているこ
とから、
堅魚の歌の「共
にや来し」
を、「霰公
烏ハ卯花ニシタシキ烏ナレハ、
ナキ人ノ魂卜共ニャコシ」という
意に捉え、挽歌の意味を持つ歌と解した ま
た、旅人の歌を、「橘
ノ花ノ散ヲハ
死セル要ニョソヘ、
花公烏ノ嗚ヲハ、
ミッカラ
ニ
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（一九三七）
12木の暗の夕間なるにほととぎすいづくを家と嗚き渡るらむ
さ夜中に嗚＜
笹フ。」とし、要を亡くしての嘆き歌と解した。
契沖の説は、近代に至るま
で多くの支持を得てきた。しかし、
石上堅魚の歌について、井上通泰「万業集新考」が、「元来旅人の爽の事をかけていへるにあらず。ただ子規の嗚くを開きて、子規ゾ暗クナル、モシ言ドフペクハ卯花ノサキシト共ニヤ来リシト問ハムモノヲといへるのみ 説いて以来、金子元臣「腐葉集評
釈」、澤渕久孝「萬業集注釈」も、単なる遊覧の作とする説を示
している（旅人歌については、どの説も亡淡への恩いを読み取る）。
本稿は、
i一首は要の死を背景とした弔問歌とそれに答えた隈き
歌であると考えている。ただし、諸説 ように、ほととぎすに後代の和歌に多く見られる「冥途から来る烏」の意味を結ぴつけそれを主な根拠とするのはいささか短絡的に思える。
二首のいのちは「卯の花」から「橘」への詠み
かえにあり、そ
の意味と背猥にある物を正確に読み取ってこそ 本来 姿が見え
C"3) 
てくるのでは
ないだろう
か
。
まず、二首に共通してうたわれる「ほととぎす」と「lJPの花」
や「橘」が万葉集ではどのようにうたわれ のか、巻10夏雑歌「鳥を詠む の歌群から確認してみたい。
1
ますらをの出で立ち向ふ
故郷の神なぴ山に
明けくれば柘
のさ枝に
夕されば小松が末に
里人の間き恋ふるまで
山
彦の相響むまで
ほととぎす要恋すらし
(｝九四七）
む
10木高くはかつて
il
ほととぎす来嗚き靱めて恋まさらし
（一九四五）
9朝窃の八重山越えてほととぎす卯の花辺から嗚きて越え来ぬ
り も
7
月夜よみ嗚くほととぎす見まく欲り我れ草取れり見む人もが
2
旅にして妻恋すらしはととぎす神なぴ山にさ夜更けて嗚＜
（一九三八）
右は古歌集の中に出づ゜
3ほととぎす汝が初声は我れにもが五月の玉に交へて質かむ
（一九三九）
4
朝霞たなぴく剛叫にあしひきの山ほととぎすいつか来嗚かむ
（I
九四0)
（一九四ー）
6ほととぎす嗚く声冊くや卯の花の咲き散る岡に紹引く娘女
（一九四二）（一九四三）
8藤波の散らまく惜しみほととぎす今城の岡を嗚きて越えゆな
（一九四四｝（一九四六）
11逢ひかたき君に途へる夜ほととぎす他時よりは今こそ賜 め
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5
朝霧の八重山越えて呼子烏喝きや汝が来るやどもあらなく
14ほととぎす花栖の枝に居て嗚き響もせば花は
散りつつ
13ほととぎす今朝の朝明に嗚きつるは君開きけむか朝痣か寝け
む
．
（一九四八）（一九四九）（一九五0)
当該歌群は、「神なぴ山」に嗚くほととぎすをうたう古歌に始
まる。
そして、
4からは、
ほととぎすが次第に里へ近づいてくる
様子がうたわれる。
4では、「山ほととぎ
す」が
「野辺」に出て
くるのを待っ。更に季節が深まり、
8と9では、
岡や山を越えて
遂にやって来たとうたわれる。
それを境に「木梢ゑじ」と庭で鴨
くほととぎすの声を厭 7以降は、
里でのほととぎすをうたって
いる。
さらに、
14はほととぎすの姿を目にしての作である。
このように、
ほととぎすは、
山から里へと季節が深まるにつれ、
飛び渡ってくる烏だとされていたらしい。注目すべきは、「卯の花」と「橘」
が詠み込まれる顛である。「卯の花」は、
歌群の冒
頭部に、
橘は終末部に詠まれている。
万菜集においてこの顛序が
逆になる例は存在しない
同じ初夏の花でありながら、
このような区別が生じるのは何故
なのか。
続いて、
卯の花と橘の速いを考えてみ
たい。
これらは共
に｀
巻一0や大伴家持に用例が集中する新しい素材である。
まず、・「卯の花」 特徴として挙げられるのは、
佐伯山卯の花持ちし愛しきが手をし取りてば花は散るとも
（7-l-五九、
臨時）
五月山卯の花月夜ほととぎす岡けども飽かずまた嗚かぬかも
（10-九五三、
夏雑）
……ほととぎす来嗚かむ月に
いつしかも早くなりなむ
卯
の花のに へる山を
よそのみも振り放け見つつ
のように、
野や山とともに詠まれる例が二四例中ー一例と約半数
を占めることである。
また、
かくばかり雨の降らく 卯の花山になほか嗚くら
（10-九六三）
む
「卯の花山」という形でも二首にうたわれ、
山に咲くものという
考えが固定していたことが分かる。
では、「橘」はどうか。
橘と共に用いら
れる表現として目立つ
のは
、我がやどの花橘のいつし も玉に貰くべくそ 実なりなむ
(8一四七八、
大伴家持）
我がやどの花橘にほととぎす今こそ嗚 め友に逢へる時
（8-四八一、
大伴柑持）
など、
―一例が、「わがやどの」という句と共に用いられること
である。
また｀
橘は、
庭に人為的に植えるものとされていたらし
く、「植う」という語と共に用いられる。
橘の林を植ゑむほととぎす常に冬まで棲みわたるがね
(17三九七八、
大伴家持）
- 21 -
（七九六）
はしきよしかくのみからに慕ひ来し妹が、心のすぺもすぺなさ
しらぬひ筑紫の国に
（七九四〉
（10-九五八、
夏雑歌）
ほととぎす来嗚き響めば
雄取らむ花橘をや
どには植ゑずて
(19四一七三、
大伴家持）
これらの特徴は、
卯の花には見えない。橘は、
卯の花とは対照
的に山ではなく、
里や庭に植えられるものであったようだ。
この
ような違いがあるからこそ、
ほととぎすの歌において、「卯の花」
から「橘」へという顛序が逆になることがないのであろう。
以上から、
堅魚の「卯の花」と、
旅人の答えた「橘」は、
明ら
かに述うものとしてう
たわれていることが分かる。卯の花は山に
あり、
そこからほととぎすが樅のある里へとやってくるのである。
では、
この迎いを考慇したとき、
堅魚と旅人の贈答歌はどんな意
味を帯ぴてくるだろうか。
堅魚の歌は、「卯の花の共
にや来しと問はましものを」と、
頴
望をうたうものである。
その背禁には、
卯の花はほととぎすと共
に来ておらず、
姿が見えないという現実があるのだろう。
それは、
卯の花は山に盟き去りになってしまい、
山を越えてやって来たほ
ととぎすと共に来ることができないか
らではないか。「共にや来
し」 いうと、
日本挽歌で、
大君の遠の朝廷とまして・・・・・・
泣く子なす慕ひ来
と表現された、
旅人の亡要が思い起こされる。
この歌のほととぎ
すと卯の花は、
旅人と要に砥なるように思えてならない。
そうす
ると、
卯の花が憫き去りになっている山というのは、
記夷城の北
方に見える大野山ではないか。
堅魚は、
共に来たはずの要は大野
山に埋葬されてしまってここにいないと、
旅人の現状を表現した
のであろう。
そのように
考えると、「問はましものを」という表現にも、
悲
しみに容れている旅人に対し、
炭が亡く
なった
事情を聴くことな
どできない、
という恩いやりが読み取れるように思う。
この弔問は、
要の死後、
一、
二箇月をようやく経た頃である。
冒頭に述べたように、
旅人は三年を経て、
ようやく挽歌（すぺて
短歌である）をうたった。
この頃はまだ、
挽歌という形で要の死を
表すことができなかっ のではな
か。
その心に配砥し
て、
季節
の乗物に託して、
旅人の心を思いやったのがこの歌であろう。
それに対し、
旅人は「橘の花散る里」と答える。
これは、
堅魚
歌の弔問に対して、
ほととぎすは、
卯の花だけでなく、
橘とも一
緒にいることができない、
と要を喪っての深い孤独を際立たせる
ものではないか。
要は橘のある自宅にもおらず、
楔と共にない悲しみは一時的な
ものではない。
だから、
私は「片恋」しつつ一人泣いているのだ、
と答えたのであろう。
このように、
I一首の背娯に大野山と旅人邸
ci4) 
を読み取ること 、
より緊密なつながりが見えるように思う。
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この歌に歌われる大城山は、
いちしろくしぐれの雨は降らなくに大城の山は色づきにけりk"tt?”R
闘"g"2
▽は
C*
（10ニー九七）
＂山の
II
にあり、り＂て大絨とい・
5.
という作者未詳歌の脚注に説明されているように、
大野山である。
当該歌には、
先の贈答に共通する点が多く見
受けられる。「ほと
とぎす」は、
二首に共通して用いられ、
旅人になぞらえられてい
た。
さらに「勝き響む」も、
堅魚歌に似通っている。
旅人の異母妹である坂上郎女は、
旅人の要の死をきっかけに大
宰府に赴いたといわれている。
既に指摘のあることだが、
彼女の
唯一の挽歌「尼理願の死を悼む歌」(3四六0)には、「泣く子なす慕ひ来まして」の句の使用など
日本挽歌の影響が色淡くみられ
る（諒峠紅集）。坂上郎女の心には、
旅人の要の死に関わる記憶が
深く刻まれていたのだろう
そのように考えると、
この二首と坂上郎女の大野山の歌が並ん
でいることが、
偶然であるとは考え難い。
この歌は、澤潟久孝「窟菜集注釈
j
が「筑紫追想の作である。」
と指摘するように、
先の二首と切り淮して捉えることが一般的で
（8-四七四）
．そ
して、この二首 直後に位砒するのが、坂上郎女が「大城山」
を偲んだ歌である。
大伴坂上郎女、
筑紫の大城の山を偲ぶ歌一首
今もかも大城の山にほととぎす嗚き
愕むらむ我れなけれども
む
あった。
しかし、
賀茂真淵『腐薬考」のみが、「大伴郎女の身ま
かりしを大城の山に葬つらん、
親族なれはそを思なけきてよめる
也」と、
大野山と旅人の要の死を結びつけた解釈を示している。
故人を葬った山を偲ぶ歌といえば、
うつそみの人にある我れや明日よりは二上山を弟背と我れ見
〈2一六五、
大伯旦女）
降る雪はあはにな降りそ吉阻の猪茨の岡の寒くあらまくに
(2二0三、
枇依Jli子）
昔こそ外にも見しか我妹子が奥城と思へぱはしき佐保山
'（
3四七四、
大伎を持）
などの歌が思い起こされる。
この坂上郎女の「大城山を偲ぶ歌」
もまた、
これらのような、
山を通して故人を偲ぶ歌の系誇に属す
るのではないか。先の二首との深い関わりを考えたとき、
そのよ
うに思えてならな
い。
坂上郎女は、
堅焦と旅人の賂答の典意を知
り、
それを意識しながら「大野山」と旅人になぞらえられたほ
とぎす
をうたったのではないか。
以上のように考えてみると、
直接うたわずとも、
巻八の贈答歌
の背景には、
大野山が、
はっきりと存在していることが窺われる。
堅魚は、
旅人と共にこの山を見やりながら、
彼の尽きせぬ悲しみ
を思い、
その心に寄り派おうと歌を詠みかけた であろう。
万葉集に弔問歌は少ない。挽歌に分類されているのは、
家持が
母を失った笠を慰めた歌(19旧ニー四
I
六）のみである。
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これとは違い堅魚歌は、
死を想起させる事をうたわず、
悲しみ
．を
慰めよう 言薬を尽くしたものではない。
しかし、
相手が最も
心にかけている山を背景にしたこの
歌は、
ある意味でまぎれもな
＜弔問歌であったように思える。初夏 僚物に託しつつ
、相
手の
悲しみを深く察した堅魚のうたい方
は、
英しく優しい弔問歌の一
手法といえよう。
五結
それに
しても気になるのが、
前節で挙げた、
作者未詳の大野山
をうたう歌である。
先述したように、
大野山をうたう歌は四首し
か存在しない。そのうち三首について
は、
すべて旅人亡要と関わ
ることを確認して来た。
それに対して、
この一首のみが、
作者も
成立耶情もわからない。
しかし、
この歌の「大城山」を説明するために、
わざわざ脚注
(5が討荘旺
甜●
註）がつけられていることは注目に伯する。数多
くの歌を成立事情も作者も語らず収める巻一0におい
て、
脚注を
もつ歌は唯一この一首のみである
c
何故このような異例の扱いが
なされているのだろうか。
この脚注の、「謂」に始まり「者也」で終わる文体は、
憶良の
沈阿自哀文にのみ見られるものである。
また、
これに類似した文
体で、
東国の言葉や地名、
愛培のあるものについて説明する自注
が、
家持にも多くみられる。
この脚注は、
憶良や家持によって、
旅人の淡が葬られ、
追悼の
思いを寄せる場となった大野山の歌
を、
正確に伝えるために付け
られたのではないか。
さらに、
この歌に用
いられ
ている言葉や表現を岡ぺてみると、
旅人の周りの人物の作風に似通う点が非常に多く見受けられる。
まず、
二句「しぐれの雨」に注目したい。
この語は一三首に用
いられており、
巻一0作者未詳歌群を除いた用例を示してみると、
ーしぐれの雨間なくし降れば御笠山木末あまねく色づきにけり
（8-五五三、
大伴稲公）
2奈良山の嶺の質菓取れば散るしぐれ 雨し間なく降るらし
（8-五八五、
犬売吉男）
3こもりくの泊瀬の山は色づきぬしぐれの雨は降りにけらしも
（8-五九三、坂上郊女）
4百船の泊つる対馬の浅茅山しぐ
れの雨にもみたひにけり
(15=＝六九七、迅新股使）
5·…・・秋づけばしぐれ 雨降り
あしひきの山の木末は
紅に
にほひ散れども
橘のなれるその実は
ひた照りにいや見が
欲しく・・・・・・
(18門二、大作家持）
大伴稲公、
坂上郎女、
家持という、
旅人と血緑のある人々が一
様にこの語を用いていることが分かる。
さらに、
このニー九七番
歌と同様に、「しぐれの雨」と「いろづきぬ」という語を合わせ
-Ha-
て用いているのは、
大伴稲公と坂上郎女のみである。
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とりわけ、「時雨の雨は」という表現は一＿＿首にしか用いられず、
二―九七番歌と3を除けば、
思はぬにしぐれの雨は降りたれど天雲晴れて月夜さやけし
(10ニニニ七．
秋雑歌、
月を詠む）
という歌にしか存在しない。
しかし、
この歌とニー九七番歌との
類似性は痺い。
紅葉をうたう坂上郎女の作である3とより酷似し
ているといえよう
また、
初句「いちしろく」に注目した時も、
同様のことが窺わ
れる
。
m
背山を横ぎる雲のいちしろく我れと笑まして人に知らゆな
(4六八八、
坂上郎女）
②天霧らし雪も降ら
ぬかいちしろくこのいつ柴に降らまくを見
む
（8-六四一―-、
若桜部朝臣対足）
③我がやどの秋萩の上に盟＜m郎のいちしろくしも我れ恋ひめや
も
(10ニニ五五）
い吉開の野木に降り覆ふ白 のいちしろくしも恋ひむ我れかも
(10ニ呂二九）
Slさを鹿の小野の草伏いちしろく我がとはなくに人の知られ＜,', 
(10ニニ六八）
固臥いまろび恋ひは死ぬともいらしろく色には出でじ朝顔の花
（10-三七四i
)
m
うかねらふ跡見山雪のいちしろく恋ひば妹が名人知らむかも
⑮隠沼の下ゆ恋
ひあまり白被のいちしろく出でぬ人の知るべく
（17-―-九三五、平群氏女郎〉
⑯杉の野にさ躍る雉喝き響むいちしろく音にしも泣かむ隠り要
かも
(19四一四八、
大伴家持）
柿本人麻呂歌集の二首が最も古い例であ
り、
巻一0からーニに
そ
⑱さ丹つらふ君がみ言と
ひとつぞ ゆめ
(10二三四六）
⑧道の辺のいちしの花のいちしろく人皆知りぬ我が恋要は
(11ニ四八0、
柿本人麻呂歌集）
倒隼人の名に負ふ夜声のいちしろく我が名は告りつ姿と穎ませ
(11ニ四九七｀
柿本人麻呂歌秘）
⑩思ひ出でて音には泣くともいちしろく人の知るべく嘆かすな
(11ニ六0四）
皿恐り沼の下ゆは恋ひむいちしろく人 知るべく嘆きせめや
(12三0ニー）
四隠り沼の下ゆ恋ひあまり白波 いちしろく出でぬ人 知るべ
く
(12-―1011三）
⑬旅にして妹を恩ひ出でいちしろく 知るべく嘆きせむかも
(121-＿一＿―- ）
玉梓の使も来ねば
思ひ病む我が封
占部据ゑ亀もな焼き
ちはやぶる神にもな負ほせ
恋ひしくに痛き我が身ぞ
いちしろく身にしみ通り・・・・・・
（16-l-八―
l)
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愛知県立大学
説林（愛知県立大学国文学会）五七，
愛知淑徳大学匡栢国文（愛知淑徳大学国文学会）三二
Jにし
りさ
岡山大学大学院社会文化科学研究科）
2但
馬品女洸ぜし後に、
穂積呈子、
冬の日に雷の降るに肖姦を
渕剖U悲協流悌して作らす歌一首
降る四はあはにな條りそ吉悶の猪養の岡の寒くあらまくに
(2二Olli｀
穂積且子．
挽歌）
3大
和道は裳閑りたりしかれども我が採る袖をなめしと思ふな
右は、
大宰間大伴孵、
大納言を兼任し、
京に向ひて逍に
上る。
この日に、
馬を水城に駐めて、
府家を即み望む。
.... 
，•ここに、
娘子、
この別れの易きことを傷み、
その会
ひの難きことを嘆き、悌を拭ひて自ら袖を採る歌を吟ふ。
(6九六六．
追行女紛）
以上に代表されるように、「望」は、
硲所、
故郷、
家など愛
培のある楊を望む場合に用いられることが多い。
この時、
二人
は要の認所である大野山と、
旅人の自宅の両方を、
記夷山から
荒んでいたのではないか。大野山と旅人の里を背餓にしたこの贈答歌には、
両者を見昭るかすことのできる「記夷山」という
場が不可欠 あったように思える。
(5)＊下玉枝「巻十詠物抄」（『万葉集を学ぶ」第五集）に、「色づく」も、
大伴家の人々の使用が際立つという指摘がある。
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